
氏名 岩　崎　敬　二

授業科目

学部担当科目

・基礎演習 I
・自然の保護（環境論 IV）
・環境科学 I （環境論 VII ）
・環境科学 II（環境論 VIII ）
・生態学（一）（生態学 I）
・生態学（二）（生態学 II 、人間論 V））
・生物進化学（生物の多様性）

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本生態学会（近畿地区会自然保護専門委員、外来種問題検討作業部会員）、日本貝類学会
（副会長、評議員、多様性保全委員長、学会誌編集委員）、関西自然保護機構（副会長）、日本ベ
ントス学会、付着生物学会、日本陸水学会、軟体動物多様性学会、応用生態工学会、陸水生物
研究会、南紀生物研究会、東京貝類同好会、名古屋貝類談話会

外来海洋生物と外来淡水動物の分布、生態、被害、リスクアセスメントおよび防除に関する研究

　いずれの科目も、担当科目の受講者が大変に多いため、1年間を通して、対面授業はほとんどで
きず、WEB授業の準備と実施、毎回の課題の準備と提示と評価に明け暮れた。ともかくも、読んで
わかりやすい教材、視聴してわかりやすい授業動画の作成、紛れのない課題の提示とオンラインで
も学習効果のあがる教材の作成に腐心した。

日本貝類学会副会長・多様性保全委員長、日本生態学会近畿地区会自然保護専門委員、日本
生態学会外来種問題検討作業部会委員、環境省絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検
討会軟体動物分科会座長・委員、環境省特定外来生物選定専門家グループ会合（無脊椎動物）
座長・委員、環境省希少野生動植物種保存推進員、京都府希少野生生物専門委員、京都府レッ
ドリスト改訂検討委員会貝甲殻類その他淡水産無脊椎動物グループ代表・委員等を務めて、自然
環境保全・希少生物保護・外来生物防除等に係る活動や情報収集、行政機関への情報提供と助
言、関係機関への要望書提出などを行った。

京都大学理学研究科博士課程満期退学

理学博士（京都大学）

生物地理学、保全生物学、動物生態学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・日本貝類学会の副会長として、学会企画・編集の書籍『貝の疑問50』の企画・編集・執筆を担い、
32名の執筆者との連絡や原稿の編集作業を行った。この書籍は2022年度末に成山堂書店から刊
行された。
・日本ベントス学会自然環境保全委員会外来種問題ワーキンググループのメンバーとして、海産外
来種アンケートを企画・準備し、実施した。その結果を、現在取りまとめ中で、2023年度中には論文
の作成を終える予定である。
・京都府レッドデータ改定検討委員として、京都府の海産無脊椎動物の文献探索、動物相リストの
作成、標本探索を行い、野外調査も7度実施した。その結果を取りまとめて、論文を作成しつつ、
2026年度に改訂レッドデータを公表する予定である。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　11ものクラブ・サークルの顧問として、コロナ感染防止策やコロナ禍での活動の方法、新入生の
勧誘の方法などを学生とともに検討し、助言した。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・環境論 III



共編著

単著

単著

単著

単著

（学術発表）

（学会発表）

① Question 6 貝の仲間は、世
界と日本にどれくらいいます
か？

③ Question 44 貝が密航する
のは本当ですか？

 著書①の『貝の疑問50』の195-197
頁

（その他）

② Question 43 貝の外来種は
増えているのでしょうか？

④Question 50 貝博士になるに
はどうしたらいいですか？

 著書①の『貝の疑問50』の170-172
頁

 著書①の『貝の疑問50』の23-26頁

 著書①の『貝の疑問50』の166-169
頁

貝類学会の編集担当代表として、貝
に関する50の基本的な疑問を作り、
32名の執筆者にそれぞれの疑問へ
の回答を求めて執筆を依頼し、その
原稿を編集した。

① 『貝の疑問50』

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

成山堂書店

2023年3月

2023年3月

2023年3月

2023年3月

成山堂書店2023年3月


